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定
例
会
で
審
議
し
た
案
件

主な補正内容

●電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金支給事業
　 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -２億4,137万5千円
　エネルギー・食料品価格等の物価高騰により、特に家計への影響が大
きい住民税非課税世帯等に対して、１世帯当たり３万円を支給します。

●たつのふるさと応援商品券発行事業 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  9億4,304万5千円
　エネルギー・食料品価格等の物価高騰により、影響を受けている家
計への支援及び地域経済の活性化を図るため、市民を対象に市内の
様々な業種の店舗で使用できるプレミアム付き商品券を発行します。

発行冊数：14万冊
購入可能数：1人2冊まで
金 額：1冊5,000円（500円の商品券13枚 6,500円分が1冊）
使用期間：令和５年９月１日から１２月３１日まで
申込期間：令和５年７月１０日から７月３１日まで
申込方法：インターネット専用申込フォームまたは専用はがき
販売方法：事前申込後、購入引換はがきを市内郵便局で引換販売
販売期間：令和５年８月31日から９月29日まで

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
事
業

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
バ
ー

に
お
い
て
導
入
す
る
附
票
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

現
在
、
国
外
に
転
出
さ
れ
た
方
は
住

民
票
が
削
除
さ
れ
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
戸
籍
の
附
票
を
活
用
し
て
、

国
外
に
転
出
さ
れ
た
方
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
支
給
事
業

令
和
５
年
度
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
の
周
知
方

法
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

令
和
５
年
６
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
と
確
認
で
き

る
世
帯
に
は
、
確
認
書
を
郵
送
す
る
。

ま
た
、
令
和
５
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
所
得
が
不
明

な
た
め
、
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
等
で
周
知
を

図
る
予
定
で
あ
る
。

同意案件	 7件
条例制定・改正	 2件
補正予算	 1件
そ の 他	 1件
契約の締結	 1件

請　　 願	 1件
意  見  書	 1件
そ の 他	 2件

令和5年

定例会
6月

市長提出議案

委員会提出議案

　今期定例会では、長引く物価高騰の影響を受けた市民への支援や地域
の消費を下支えするための事業費の追加等、緊急やむを得ない事情によ
り補正を必要とするもので、一般会計で総額12億3,273万8千円の補正
予算を可決しました。 会期／

6月8日〜6月29日  22日間

このようなことが決まりました

で全 一会 致

会計名 補正額 補正後の予算総額
一般会計 12億3,273万8千円 372億4,598万8千円

令和5年度一般会計補正予算の主な内容

補
正
予
算

を
可
決
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た
つ
の
ふ
る
さ
と
応
援
商
品
券
発

行
事
業商

品
券
の
取
扱
店
は
、
市
民
の
た

め
に
一
軒
で
も
多
く
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
何
店
舗
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。前

回
の
商
品
券
取
扱
店
は
481
店
舗
で

あ
っ
た
が
、
今
回
は
600
店
舗
を
目
指
す
た

め
、
商
工
会
や
商
工
会
議
所
に
ご
協
力
い

た
だ
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

前
回
の
商
品
券
の
販
売
の
反
省
点

を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に
商
品
券
を
販

売
す
る
の
か
。

前
回
は
、
第
１
弾
で
４
万
冊
を
先

着
順
で
販
売
し
た
が
、
販
売
数
が
少

な
く
郵
便
局
へ
人
が
殺
到
し
た
こ
と

か
ら
、
第
２
弾
と
し
て
８
万
冊
を
追
加

販
売
し
た
。
今
回
は
、
市
民
全
員
が
購

入
で
き
る
よ
う
に
、
一
人
２
冊
を
想
定

し
、
14
万
冊
を
販
売
す
る
。

公
立
こ
ど
も
園
等
施
設
修
理
事

業
・
小
学
校
施
設
整
備
事
業
・
中

学
校
施
設
整
備
事
業

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
小
学
校
13
校
、

中
学
校
３
校
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
市

内
全
部
の
小
中
学
校
に
設
置
し
た
こ
と

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
設
置
後
の
運
用

方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

今
回
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
よ

り
、
市
内
の
小
中
学
校
全
て
に
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
設
置
場

所
に
つ
い
て
は
、
正
門
・
裏
口
・
玄
関

を
念
頭
に
置
き
、
運
用
方
法
も
含
め
て

各
学
校
と
協
議
し
た
上
で
決
定
す
る
。 

が
ん
ば
る
児
童
・
生
徒
応
援
事
業

中
学
校
の
部
活
動
の
指
導
員
配
置
以

外
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
う
の
か
。

中
学
生
の
英
語
検
定
の
検
定
料
補

助
や
、
市
内
小
中
学
校
へ
の
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外

国
語
指
導
助
手
）の
配
置
等
を
行
う
。

6月定例会令和5年  第3回 

　

令
和
５
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
令

和
６
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
が
導
入

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
原
動
機
付
自
転
車

に
係
る
「
３
輪
以
上
の
も
の
」
に
つ
い

て
、
ミ
ニ
カ
ー
区
分
か
ら
３
輪
の
電
動

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
特
定
小
型
原
動
機
付

自
転
車
が
除
外
さ
れ
る
規
定
の
追
加
等

に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
し
ま
す
。

新
た
に
導
入
さ
れ
る
森
林
環
境
税

は
ど
の
よ
う
に
徴
収
さ
れ
、
金
額
は
い

く
ら
に
な
る
の
か
。

森
林
環
境
税
は
、
市
・
県
民
税
の

中
で
賦
課
徴
収
し
、
賦
課
額
は
年
額

１
千
円
で
あ
る
。

軽
自
動
車
税
で
新
し
く
賦
課
さ
れ

る
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
と

は
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
に
つ
い

て
、
車
両
区
分
が
新
た
に
創
設
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。 た

つ
の
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
す

る
多
機
能
端
末
機
で
印
鑑
登
録
証
明
書
の

交
付
を
受
け
る
際
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
加
え
、
新
た
に
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
を
記
録
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
、交
付
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
に
お
い

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
加
え
て

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。ア

プ
リ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
等
で
管
理

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

た
つ
の
市
印
鑑
条
例
の

一
部
を
改
正

特定小型原動機付自転車

最高速度 20km/h以下

定格出力 0.6kW以下

長　さ 1.9m以下

幅 0.6m以下

高　さ ー

03 90



請
願
採
択

請
願
採
択

　

請
願
採
択
に
伴
い
、
福
祉
文
教
常
任

委
員
会
か
ら
意
見
書
案
が
委
員
会
提
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総

理
大
臣
ほ
か
、
国
の
関
係
機
関
へ
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

※
意
見
書
文
は
左
記
の
と
お
り

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
率
２
分
の
１
の
復
元
を
は
か
る

た
め
の
、
２
０
２
４
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
請
願
に
つ
い
て

【
請
願
者
】

揖
龍
教
職
員
組
合

　
執
行
委
員
長
　
鈴
木  

健
祐  

氏

た
つ
の
市
防
災
行
政
無
線
設
備
更
新
工
事　

　

既
存
の
防
災
行
政
無
線
は
、
整
備
か
ら

15
年
が
経
過
し
、
経
年
劣
化
に
よ
る
障

害
や
故
障
が
発
生
す
る
恐
れ
等
が
あ
る
。

地
震
や
風
水
害
等
に
よ
る
被
害
を
最
小

限
に
留
め
る
た
め
の
情
報
を
、
迅
速
か
つ

正
確
に
市
民
に
伝
達
す
る
た
め
、
防
災
行

政
無
線
の
更
新
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

【
契
約
の
相
手
方
】

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ネ
ク
ト
株
式
会
社 

現

場
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー 

西
日

本
社

【
契
約
金
額
】
９
億
４
２
０
万
円

工
事
請
負
契
約
を
締
結

山
陽
本
線
竜
野
駅
自
由
通
路
等
整
備
工
事

　

契
約
金
額
を
１
億
３
万
４
千
円
増
額

し
、６
億
８
千

２７９
万
９
千
円
で
西
日
本
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
と
工
事
委
託
に
関
す

る
変
更
協
定
を
締
結
し
ま
す
。

　

変
更
内
容
は
、駅
舎
１
階
ト
イ
レ
の
増

設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
設
備
の
追

加
等
で
す
。

契
約
金
額
に
つ
い
て
、
約
１
億
円

増
額
変
更
さ
れ
る
が
、
補
助
金
の
対
象

と
な
る
の
か
。

当
初
１
か
所
を
予
定
し
て
い
た
ト
イ

レ
が
２
か
所
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
補

助
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
た
め
、
合
併

特
例
債
で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

ト
イ
レ
の
増
設
金
額
が
約
５
千

９００
万
円
と
高
額
で
あ
る
が
、
通
常
よ
り

も
特
別
に
良
い
設
備
を
設
け
た
か
ら
な

の
か
。ト

イ
レ
の
増
設
金
額
に
つ
い
て

は
、
面
積
的
に
は
23
㎡
と
小
さ
い
も
の

の
、
建
物
の
１
階
に
外
付
け
す
る
こ
と

で
、
外
壁
工
事
が
必
要
と
な
る
た
め
高

額
と
な
る
が
、
同
駅
舎
２
階
に
設
置
予

定
の
ト
イ
レ
の
費
用
と
ほ
ぼ
同
じ
金
額

で
あ
り
、
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い

る
。

工
事
委
託
に
関
す
る
変

更
協
定

【
紹
介
議
員
】

•	

船
引 

宗
俊 

議
員

•	

宗
實 

雅
典 

議
員

•	

赤
木 

和
雄 

議
員

•	

高
岸 

博
之 

議
員

•	

肥
塚 

康
子 

議
員

•	

畑
山 

剛
一 

議
員

  

意見書第５号 

 

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率２分の１の復元を図るための、２０２４年

度政府予算に係る意見書 

 

２１年の法改正により、小学校の学級編制標準は段階的に３５人に引き下げられるものの、

今後は、小学校に留まることなく、中学校・高等学校での早期実施も必要です。加えて、きめ

細かい教育活動をすすめるためには、さらなる学級編制標準の引き下げ、少人数学級の実現が

必要です。 

学校現場では、貧困・いじめ・不登校など解決すべき課題が山積しており、子どもたちのゆた

かな学びを保障するための、教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況と

なっています。ゆたかな学びと育ち、学校の働き方改革を実現するためには、加配教員の増員

や少数職種の配置増など教職員定数改善が不可欠です。 

一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もありますが、

自治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。義務教育費国庫負担制度については、小

泉政権下の「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられました。

国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住んでいても、一

定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学びを保障するための

条件整備は不可欠です。 

こうした観点から、２０２４年度政府予算編成において下記事項が実現されるよう、強く要

請いたします。 

記 

 

１ 中学校・高等学校での３５人学級を早急に実施すること。また、さらなる少人数学級につ

いて検討すること。 

２ 学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教員の増員や少数職種の配置増

など教職員定数改善を推進すること。 

３ 自治体で、国の学級編制標準より引き下げた「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができ

るよう、加配の削減は行わないこと。 

４ 教職員未配置問題の解消にむけ、必要な財政措置を講じ、人材確保に努めること。 

５ 新卒者の就業機会や教職員の年齢構成のバランスの確保等の観点を十分に考慮し、すべて

の自治体で定年引き上げ期間中に教職員に安定的な新規採用ができるよう、定数加配措置

をはじめとした必要な財政措置を講ずること。 

６ 教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫

負担制度の負担割合を２分の１に復元すること。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。 

 

令和５年６月２９日 

 

内閣総理大臣  岸田  文雄 様 

総務大臣      金子  恭之 様 

財務大臣   鈴木  俊一 様 

文部科学大臣 末松  信介 様 

兵庫県たつの市議会議長 楠 明廣明 廣 

様 

意見書提出

防災行政無線 ▲

防災スマートフォン
アプリ（仮称）　▶

6月定例会令和5年  第3回 
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議
会
運
営
委
員
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
、
委
員
会
提
出
第
８
号
、

第
９
号
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
左
記
の
と
お

り
２
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
・
少
子
化
問
題
調
査
特
別
委
員
会
（
定
数
６
名
）

観
光
戦
略
・
地
域
産
業
調
査
特
別
委
員
会
（
定
数
６
名
）

特
別
委
員
会
の
設
置

《
設
置
の
目
的
》

　

国
の
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
設
置
を
受
け
、
本
市
に
お
い
て
も

子
ど
も
を
真
ん
中
に
し
た
社
会
の
実
現
に
向
け
た
推
進
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
に
基
づ
く
「
結
婚
、
妊

娠
、
子
供
、
子
育
て
に
温
か
い
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
本
市
に

お
け
る
施
策
の
実
施
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
た
め
。

委
員
長  

角
田 　

勝　
　

委

 

員  

赤
木 

和
雄

副
委
員
長  

船
引 

宗
俊　
　

委

 

員  

木
南 

裕
樹

委

 

員  

宗
實 

雅
典　
　

委

 

員  

名
村 

嘉
洋

《
設
置
の
目
的
》

　

２
０
２
５
年
に
は
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
が
開
催
さ
れ
、
ま
た

今
年
度
は
全
国
京
都
会
議
が
本
市
で
開
催
さ
れ
る
機
会
を
捉
え
、

本
市
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
、
文
化
資
源
ま
た
地
域
特
産
物
を
全

国
に
発
信
し
、
本
市
が
全
国
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
施
策
の
展
開
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
行
う
た
め
。

委
員
長  

松
本 

良
三　
　

 

委

 

員  

堀　

 　

讓

副
委
員
長  

柴
田 

将
之　
　

 

委

 

員  

和
田 

美
奈

委

 

員  

柏
原 　

要　
　

 

委

 

員  

畑
山 

剛
一

6月定例会令和5年  第3回 

議案等の名称 議案の説明

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出

同
　
意

たつの市功労者として同意を求めることについて
（同意第4号～第9号）

６Ｐのとおり
たつの市農業委員会委員任命の同意を求めることについて
（同意第10号）

契
　
約

工事請負契約について（たつの市防災行政無線設備更新
工事）

４Ｐのとおり
工事委託に関する変更協定について（山陽本線竜野駅自
由通路等整備工事）

条
　
例

たつの市税条例の一部を改正する条例制定について
３Pのとおり

たつの市印鑑条例の一部を改正する条例制定について

補
正
予
算

令和５年度たつの市一般会計補正予算（第4号） ２Ｐ、３Pのとおり

請　願
教職員定数改善と義務教育費国庫負担率2分の1の復元を
はかるための、2024年度政府予算に係る意見書採択の
請願について

４Ｐのとおり

委員会提出

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率2分の1の復元を
図るための、2024年度政府予算に係る意見書の提出に
ついて

子育て支援・少子化問題調査特別委員会の設置について
上記のとおり

観光戦略・地域産業調査特別委員会の設置について

●令和5年第3回定例会　全会一致で可決等した議案

05 90



市民意見交換会の実施希望団体を募集します！

6月定例会令和5年  第3回 

　

市
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
左
記
の
６
名
の

方
々
に
つ
い
て
、
市
功
労
者
表
彰
条
例
に
基
づ

き
、
市
功
労
者
と
し
て
表
彰
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

緒
方
　
輝
美
　
氏

『
新
宮
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
』

（
新
宮
町
北
村
）

原
田
　
智
子
　
氏

『
新
宮
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
』

（
新
宮
町
市
野
保
）

三
谷
　
せ
つ
子
　
氏

『
龍
野
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
』

（
龍
野
町
宮
脇
）

梶
本
　
秀
人
　
氏

『
市
職
員
・
管
理
職
』

（
姫
路
市
網
干
区
興
浜
）

冨
井
　
静
也
　
氏

『
市
職
員
・
管
理
職
』

（
新
宮
町
時
重
）

森
下
　
美
佳
　
氏

『
市
職
員
・
管
理
職
』

（
新
宮
町
觜
崎
）

　
農
業
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
令
和
４
年
11
月
30

日
に
１
名
が
辞
任
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
後
任
と
し

て
、
新
た
に
左
記
の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

桝
本 

浩
伸 

氏
（
御
津
町
室
津
）

市
功
労
者
に
６
名
を
同
意

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　市内の各種団体で、市政に関することで意見交換を希望される場合は、
議会事務局へお問合せください。

議会事務局 TEL. 0791（64）3177

　市政やまちづくりに対する率直な意見を直接市民の皆さまからお聴きし、議会として市政への
政策提言等に反映させるため、総務生活常任委員会、福祉文教常任委員会、経済建設常任委員会
の３常任委員会では、市民意見交換会の実施希望団体を募集しています。

　令和元年７月25日発行
の議会だより70号から全
面リニューアルして以降、
20回発行している「たつ
の市議会だより～赤とんぼ
のこみち～」のデザインを
今号からリニューアルして
います。
　今後も市民の皆さまに議
会の情報をお届けするた
め、より良い議会だよりと
なるよう、議会広報員会で
協議をしていきます！

６月定例会のあらまし  …………… 2P～6Ｐ
市民意見交換会実施団体を募集  
表紙をリニューアル！  ……………………6Ｐ
一般質問に６名の議員が登壇  …… 7P～9Ｐ
議会・委員会を傍聴してみませんか？ …… 10Ｐ
表彰のお知らせ・主な議会の動き …… 11Ｐ
９月定例会のお知らせなど  …………… 12Ｐ

特集

NO.90
20237 25月 日

今号から
表紙デザインを
リニューアル！

CONTENTS

市議会だより
たつの

市議会だよりの表紙をリニューアル！

New

0690



YUZURU  HORI

YASUKO  KOEZUKA

有
機
食
材
を
活
用
し
た
食
育

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
食
す
る
学
校

給
食
に
有
機
食
材
を
使
用
す
る
こ

と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
の
た
め

に
な
り
、
家
庭
で
の
啓
発
な
ど
食
育

の
主
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え

る
。
そ
の
観
点
か
ら
以
下
に
つ
い
て

問
う
。

	

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
実
現
に

は
、
部
署
を
越
え
た
協
議
・
連
携
が

必
要
と
考
え
る
が
、
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

	

今
年
度
も
季
節
に

応
じ
て
玉
ね
ぎ
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
じ
ゃ
が
い
も
、

大
根
な
ど
10
品
目
の
有

機
野
菜
を
使
用
す
る
予

定
で
あ
る
。
今
後
も
有
機
野
菜
の
使

用
量
を
増
や
す
た
め
に
は
生
産
者
の

育
成
が
大
切
で
あ
り
、
有
機
農
業
を

推
進
し
て
い
る
農
林
水
産
課
と
の
連

携
が
必
要
と
考
え
る
。
引
き
続
き
庁

内
連
携
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

コ
ロ
ナ「
５
類
」へ
の
移
行
に
つ
い
て

	

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
確
認
さ
れ
て

３
年
３
ヶ
月
が
経
つ
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
浸
透
、マ
ス
ク
の
着
用
、
消
毒
の

励
行
な
ど
に
よ
っ
て
感
染
者
が
減
少

し
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ

「
５
類
」
の
位
置
づ
け
に
な
っ
た
。
そ

の
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
負
担
、
ワ
ク

チ
ン
の
扱
い
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

	

今
ま
で
公
費
負
担
と
な
っ
て

い
た
診
療
費
用
は
、
健
康
保
険
が

適
用
さ
れ
自
己
負
担
と
な
る
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
令
和
５
年
度
も

引
き
続
き
公
費
負
担
で
実
施
し
て

お
り
、
令
和
６
年
度
以
降
の
国
の

方
針
は
未
定
で
あ
る
。

	

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
緩
や
か
な
増
加
傾
向
に
あ
る
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
警
戒
を
怠
ら
な
い
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
が
、こ
の
状
況
下
で
の

対
応
を
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、「
平

時
」の
時
こ
そ
感
染
拡
大
に
備
え
る
べ

き
だ
と
思
う
が
対
策
は
あ
る
の
か
。

に
安
心
・
安
全
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
魅
力
あ
る
学
校
給
食
を
提
供

し
て
い
く
。

	

国
も
目
標
に
掲
げ
て
い
る
有
機

農
業
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
産

地
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
）
宣

言
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
は
ど
う
な

の
か
。

	

県
下
で
は
現
在
４
市
が
宣
言
を

出
し
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
現

時
点
で
は
、
宣
言
を
行
え
る
状
況
で

な
い
。
本
市
は
、
有
機
農
業
を
推
進

す
る
た
め
環
境
に
配
慮
し
、
化
学
肥

料
・
化
学
合
成

農
薬
の
低
減
に

加
え
、
自
然
環

境
の
保
全
に
取

り
組
む
団
体
を

支
援
し
、
環
境

に
優
し
い
持
続

可
能
な
農
業
の

取
組
を
推
進
し

て
い
る
。
有
機

農
業
は
重
要
な
施
策
の
た
め
、
今
後

関
連
団
体
・
生
産
者
等
と
協
議
を
行

い
な
が
ら
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

	

厚
労
省
は
、
感
染
対
策
は
個
人

の
判
断
と
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
生
か
し

た
感
染
対
策
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

今
後
も
、
感
染
動
向
を
注
視
し
、
兵

庫
県
や
医
師
会
等
と
の
連
携
を
密
に

図
り
、
感
染
拡
大
に
備
え
た
医
療
体

制
が
整
備
で
き
る
よ
う
協
議
す
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

	

来
年
秋
に
、
健
康
保
険
証
を

廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保

険
証
に
移
行
す
る
「
改
正
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
」
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
も
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
て
い

る
。
そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
保
険
証
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健

康
保
険
証
と
ひ
も
付
け
の
登
録
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
保
険
証
と
同
等
の
機
能
を

持
た
せ
た
も
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
資

格
確
認
が
で
き
、
過
去
の
医
療
デ
ー

タ
に
基
づ
き
、
適
切
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
な
お
、

令
和
６
年
秋
の
健
康
保
険
証
廃
止
以

降
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
資
格

確
認
が
で
き
な
い
者
に
は
、
申
請
に

よ
り
、
保
険
者
が
資
格
確
認
書
を
交

付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
診
療
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

Q&A 新型コロナ「５類」とマイナ保険証について

Q&A 有機食材を活用した食育について

堀　　讓 議員

肥塚 康子 議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
学
校
や
園
、
家
庭
で
の
食
育
に
つ

い
て

農林水産省ＨＰ「オーガニックビレッジのページ」より

07 90



KANAME  KASHIHARA

MINA  WADA

	

「
地
域
人
材
バ
ン
ク
」
制
度

の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
り
、
生
涯
学

習
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
躍
い

た
だ
け
る
講
師
の
紹
介
や
地
域
人
材

の
情
報
提
供
を
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

	

他
市
の
例
で
は
、
自
治
体
は
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
り
仲
介
だ
け

を
行
う
も
の
も
あ
る
が
、
公
が
行
う

場
合
、
運
用
面
で
し
っ
か
り
と
し
た

制
度
設
計
が
必
要
。
公
民
館
事
業
等

と
し
て
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
す
る
中

で
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
担
当
部
局

と
協
議
し
な
が
ら
調
査
・
研
究
し
て

い
く
。

	

頻
発
す
る
自
然
災
害
や
様
々

な
危
機
管
理
案
件
に
対
応
す
る
た

め
、
退
職
自
衛
官
を
自
治
体
の
危
機

管
理
人
材
と
し
て
登
用
す
る
取
組
み

が
進
ん
で
い
る
。
国
の
「
地
域
防
災

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
」
を
活
用
し
、

採
用
す
れ
ば
、
特
別
交
付
税
の
対

持
続
可
能
な
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

	

本
市
の
自
然
農
法
・
有
機
無

農
薬
栽
培
の
①
農
家
数
、
②
栽
培
品

目
、
③
耕
地
面
積
に
占
め
る
割
合
は
。

	

①
18
件
、
②
水
稲
15.7
ha
・
野
菜

全
般
6.6
ha
、
③
0.8
％（
22.3
ha
／

２,８６０
ha
）

で
あ
る
。

	

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
の
目
標
達
成
に
向
け
て
。

	

「
環
境
保
全
型
農
業
支
援
事

業
」
と
し
て
、
緑
肥
・
堆
肥
の
施
用
、

中
干
延
期
等
に
取
り
組
む
農
業
者
団

体
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ
い
て

	

本
市
の
給
食
に
お
け
る
自
然
農

法
・
有
機
無
農
薬
栽
培
の
食
材
の
使

用
状
況
は
。

	

令
和
４
年
度
は
891
㎏
、
令
和
５

年
度
は
２
か
月
で

１,４９２
㎏
の
地
元
有
機

野
菜
を
使
用
し
て
い
る
。

	

給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
を
進

め
る
際
の
課
題
は
。

	

学
校
給
食
費
へ
の
影
響
と
量
の

象
と
な
る
。
高
度
な
知
識
や
経
験
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
即
戦
力
の

人
材
を
登
用
す
る
こ
と
で
、
本
市
の

危
機
管
理
能
力
を
さ
ら
に
高
め
、
市

民
の
生
命
・
安
全
・
財
産
を
守
り
抜

け
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

退
職
自
衛
官
を
登
用
す
る
考
え
は
な

い
か
。

	

ま
ず
は
職
員
全
体
の
研
修
・
訓

練
の
実
施
や
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
に
よ
り
、
現
体
制
の
危
機
管
理
能

力
向
上
に
努
め
る
。
多
様
化
・
激
甚
化

す
る
危
機
管
理
事
案
に
対
応
す
る
た

め
、
退
職
自
衛
官
な
ど
の
専
門
人
材

の
登
用
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

鹿
・
猪
等
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

	

猟
友
会
も
高
齢
化
が
進
み
、
新

た
な
狩
猟
者
を
確
保
・
育
成
す
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
若
い
狩

猟
者
や
こ
れ
か
ら
目
指
す
若
者
の
経

費
負
担
（
猟
具
な
ど
も
含
む
）
を
減

ら
す
よ
う
取
組
み
は
で
き
な
い
か
。

	

本
年
度
か
ら
は
被
害
に
遭
っ
て

い
る
自
治
会
に
対
す
る
補
助
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
今
後
の
動
向
を
踏
ま

え
て
、
検
討
し
て
い
く
。

確
保
が
課
題
で
あ
る
。

	

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣

言
」
を
実
施
し
、
推
進
交
付
金
を
活

用
し
て
給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

	

有
機
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
や
生
産
者
等
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

	

人
体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

農
薬
や
除
草
剤
の
使
用
を
規
制
で
き

な
い
か
。

	

国
の
規
制
に
加
え
て
、
市
と
し

て
規
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

	
食
料
添
加
物
の
使
用
基
準
は
。

	

厚
労
省
が
安
全
性
を
審
査
の
う

え
、
使
用
を
認
め
て
い
る
。

	

遺
伝
子
組
み
換
え
食
材
の
使
用

基
準
は
。

	

「
学
校
給
食
用
物
資
納
入
基

準
」
に
お
い
て
、
使
用
し
な
い
こ
と

と
規
定
し
て
い
る
。

	

近
年
、
給
食
に
昆
虫
食
の
話
が

出
て
き
て
い
る
が
、
市
の
見
解
は
。

	

昆
虫
食
に
対
す
る
理
解
が
得
ら

れ
て
い
な
い
状
況
で
、
提
供
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

Q&A 持続可能な農業の推進／オーガニック給食について

Q&A 様々な人材に光をあて、市民が「楽しく安心して暮らせる」施策の実行を！

柏原　要 議員

和田 美奈 議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
大
阪
・
関
西
万
博
を
見
据
え
た
観

光
誘
客

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
の

創
出
と
有
機
農
業
の
産
地
づ
く
り

の
推
進

0890



KOICHI  MIKI

MASAYUKI  SHIBATA

熱
中
症
対
策
と
暑
さ
指
数
計
の
活
用

に
つ
い
て

	

小
中
学
校
で
の
厳
重
警
戒
時
の

対
応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

	

日
陰
な
ど
の
涼
し
い
場
所
で
休

憩
を
と
り
、
水
分
補
給
を
す
る
と
と

も
に
、
屋
内
外
を
問
わ
ず
体
温
上
昇

し
や
す
い
運
動
は
、
制
限
・
中
止
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
も
、
児

童
生
徒
の
命
を
第
一
に
考
え
て
対
応

す
る
よ
う
、
指
導
し
て
い
く
。

	

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
屋
内
外

に
お
け
る
暑
さ
指
数
計
の
配
備
状
況

は
ど
う
な
の
か
。

	

屋
内
施
設
に
つ
い
て
は
昨
年
度

に
合
計
18
台
設
置
し
て
い
る
。
屋
外

施
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
設
置
し
て

い
な
い
が
、
今
後
、
持
ち
運
び
出
来

る
暑
さ
指
数
計
の
貸
出
し
等
を
検
討

し
て
い
く
。

	

市
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
対
す
る

熱
中
症
対
策
と
予
防
啓
発
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。

Q

観
光
施
策
に
つ
い
て

	

兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
す
る
本
市
の
対

応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

	

「
全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議
」

に
参
加
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
結

果
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
発
行
す
る
公

式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
醤
油
資
料

館
の
仕
込
み
蔵
の
特
別
公
開
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
や
教
職
員
が
安
心
し
て
学
べ

る
教
育
環
境
に
つ
い
て

	

県
の
補
助
を
活
用
し
て
、
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
全
校

配
置
は
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、
需

用
費
等
の
増
額
は
で
き
な
い
の
か
。

	

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

に
つ
い
て
は
、
国
1/3
県
2/3
の
補
助
事

業
と
報
道
が
あ
っ
た
が
、
県
か
ら
県

1/3
、
市
2/3
で
実
施
と
通
知
が
あ
り
、

経
費
の
関
係
か
ら
、
配
置
校
数
を
検

討
し
、
小
中
学
校
計
６
校
に
配
置
し

た
。
今
後
、
国
の
発
表
の
と
お
り
市

Q
R

	

本
年
５
月
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

主
催
の
研
修
会
を
実
施
し
、
団
体
関

係
者
に
熱
中
症
や
怪
我
に
対
す
る
対

応
を
学
ん
で
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
例
年
、
国
か
ら
の
通
知
に
合

わ
せ
て
、
各
団
体
代
表
者
や
指
導
者

に
文
書
で
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
各
体
育
館
の
正
面
玄

関
に
暑
さ
指
数
の
掲
示
や
、
大
型
冷

風
機
等
の
貸
出
し
を
行
う
ほ
か
、
関

係
団
体
等
に
冊
子
等
を
配
布
す
る

な
ど
熱
中
症
予
防
、
対
策
に
努
め
て

い
く
。

	

自
治
会
に
対
す
る
熱
中
症
対

策
、
予
防
啓
発
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
。

	

公
共
施
設
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲

示
、
広
報
た
つ
の
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
発
令
時
の
防
災
行
政
無
線
で
の
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
リ

ス
ク
の
高
い
幼
児
や
高
齢
者
に
は
、

健
診
や
健
康
教
室
開
催
時
に
、
チ
ラ

シ
や
経
口
補
水
液
を
配
布
し
、
緊
急

時
の
対
応
な
ど
の
保
健
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

の
負
担
を
求
め
な
い
よ
う
県
へ
要
望

す
る
と
と
も
に
、
学
校
の
状
況
を
見

な
が
ら
必
要
数
の
確
保
に
努
め
て
い

く
。
ま
た
、
感
染
対
策
費
用
に
つ
い

て
は
、
衛
生
用
品
や
空
気
清
浄
機
な

ど
の
換
気
対
策
備
品
の
購
入
経
費
は

確
保
し
て
い
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

	

県
が
「
空
き
家
特
区
制
度
」
を

設
け
て
特
定
の
自
治
体
を
特
区
と
し

て
指
定
し
て
い
る
が
、
内
容
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
。
ま
た
、
本
市

は
指
定
申
請
し
な
い
の
か
。

	
本
市
で
は
、
空
き
家
等
対
策

計
画
に
よ
る
３
つ
の
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
空
き
家
対
策
を
推
進
し
て
い

る
。
平
成
30
年
に
開
設
し
た
「
空
き

家
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
所
有
者
532
名
か
ら
の
相
談
に
つ

い
て
は
337
件
が
解
決
し
て
い
る
。
ま

た
、
本
年
４
月
か
ら
、
市
街
化
調
整

区
域
内
の
住
宅
に
つ
い
て
用
途
変
更

が
緩
和
さ
れ
活
用
し
や
す
く
な
っ
て

い
る
。
県
の
指
定
に
つ
い
て
は
対
象

区
域
の
住
民
の
合
意
形
成
や
指
定

案
の
作
成
、
空
き
家
所
有
者
の
空
き

家
の
活
用
・
管
理
な
ど
の
情
報
届
出

等
の
義
務
が
あ
り
所
有
者
等
の
負

担
も
多
く
、
慎
重
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

Q&A 観光施策と教育環境等について

Q&A 熱中症対策と予防啓発について

三木 浩一 議員

柴田 将之 議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ

い
て

09 90
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   議会・委員会を
傍聴してみませんか？
市議会は年４回（３月・６月・９月・12月）定例会を開催しています。また、定例会のほか、必要に応じて臨

時会を開催しています。議会では市民の皆さまの生活に密着した重要な問題を審議していますので、市政を知
る良い機会として、お気軽に足を運んでみませんか？お待ちしております。

まずは、議場がある市役所
本館３階に向かいます。

廊下を抜けて議場傍聴席
入口へ向かいます。

席に着いて、会議が始まる
のをお待ちください。

いよいよ議場に入ります！
傍聴席の定員は 50名！

注意事項をよく読み、傍聴者
受付名簿に記入して、投函箱
へ入れます。

議会による決算審査は、市が目的に沿って適切に使ったかを審査し、
今後の予算編成や事業の執行に反映する重要な役割を担っています。
　本市議会では、予算決算特別委員会を設置しており、９月定例会で
決算関係議案を審議しています。

市長が議会に
決算議案を提出

委員会も傍聴できます !

9月 6日
9月12日

9月 7日
9月13日

9月 8日
9月14日

議会で採決し
認否が決定

議会に審査結果を報告
※10月 6日

経済建設分科会

福祉文教分科会

総務生活分科会

予算決算特別委員会で審査

決 算 審 査

た
つ
の
市

決
算
議
案

住所（市
内・市

外）と

名前を
書くだ

け！

常任委員会等も市役所本館３階に
ある委員会室で開催しており、傍
聴者受付名簿に記入して傍聴でき
ます。

お金（予算）が正しく使われたのか
チェックする

注
意
事
項

結
果

結
果

結
果

午前10
時から

始まり
ます

※：令和５年９月定例会の開催予定日

※

※

※

1090



阿南市議会文教厚生委員会の視察の様子

行
政
視
察
の
受
け
入
れ

　

議
会
で
は
、
本
市
の
特
色
あ
る
事
業

等
に
つ
い
て
、
全
国
の
自
治
体
議
会
・

議
員
の
行
政
視
察
の
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

５
月
24
日
（
水
）

徳
島
県
阿
南
市
議
会 

文
教
厚
生
委
員
会

《
視
察
内
容
》

・「
敬
老
祝
賀
事
業
」
に
つ
い
て

５
月	

11
日
（
木
）	

議
会
運
営
委
員
会

		


全
員
協
議
会

	

18
日
（
木
）	

第
２
回
臨
時
会

６
月	

１
日
（
木
）	

議
会
運
営
委
員
会

		


全
員
協
議
会

	

８
日
（
木
）	

第
３
回
定
例
会
（
第
１
日
）

		


予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

		


正
副
委
員
長
会

	

12
日
（
月
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

13
日
（
火
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

14
日
（
水
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

20
日
（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	

22
日
（
木
）	

第
３
回
定
例
会
（
第
２
日
）

	

23
日
（
金
）	

第
３
回
定
例
会
（
第
３
日
）

		


皮
革
排
水
処
理
対
策
特
別
委
員
会

		


議
会
広
報
委
員
会

	

27
日
（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

		


予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

		


全
員
協
議
会

	

29
日
（
木
）	

第
３
回
定
例
会
（
第
４
日
）

７
月	

10
日
（
月
）	

議
会
広
報
委
員
会

	

18
日
（
火
）	

皮
革
排
水
処
理
対
策
特
別
委
員
会

	

24
日
（
月
）	

子
育
て
支
援
・
少
子
化
問
題
調
査

		


特
別
委
員
会

全
国
市
議
会
議
長
会
議
員
表
彰

★
一
般
表
彰
（
議
員
在
職
10
年
以
上
）

★
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
感
謝
状

堀　讓  議員 楠　 明廣  議員

　

６
月
１４
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
９９
回

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
」
に
お
い

て
、
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
と
し
て

尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
楠
明
廣
議
員

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議

員
１０
年
以
上
の
功
績
に
よ
る
一
般
表
彰
を

堀
讓
議
員
が
受
賞
さ
れ
、
６
月
定
例
会
第

２
日
の
開
会
前
に
伝
達
式
を
執
り
行
い
ま

し
た
。

◆  主な議会の動き  ◆

表
彰
の
お
知
ら
せ

11 90



月定例会のお知らせ（予定）9
定例会の開催日程及び内容は次のとおりです。

詳しくは議会事務局までお問合わせください。

8/27 28 29 30 31 9/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

10/1 2 3 4 5 6 7

本会議第1日

総務生活
常任委員会
・分科会

福祉文教
常任委員会
・分科会

経済建設
常任委員会
・分科会

総務生活
分科会

福祉文教
分科会

経済建設
分科会

全体会

全体会

（一般質問）
本会議第2日

（一般質問）
本会議第3日

本会議第4日

表紙写真大募集!

　室津街道、山陽道の合流点で、江戸時代、暴れ川として有
名で橋の無い揖保川を、渡し船で渡す場所でした。
　当時のメインストリートであり、河川改修で面影が無く
なった他の渡しと比べると往年の雰囲気を残しています。
　川沿いには堤防の代わりに畳堤が設置されており、平成
の台風の増水で畳をはめて用意しましたが、ぎりぎりの水
位で浸水を免

まぬが

れました。

デ
ス
ク
メ
モ

委
員
長
　
山
本 

俊
一
郎

副
委
員
長
　
柴
田 

　
将
之

委
　
　
員
　
宗
實 

　
政
典

委
　
　
員
　
和
田 

　
美
奈

委
　
　
員
　
松
本 

　
良
三

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
暑
い
日
が
続

き
ま
す
。
こ
ま
め
に
水
分
や
塩
分
を

補
給
し
、
熱
中
症
対
策
を
し
っ
か
り

し
て
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
た
の
し
み
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
台
風
や
豪
雨
災
害
等
の
多

く
の
報
道
を
目
に
す
る
機
会
が
増
え

て
い
ま
す
。
避
難
所
や
避
難
ル
ー
ト

の
再
確
認
、
連
絡
方
法
等
を
家
族
で

共
有
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
今
号
よ
り
表
紙
タ
イ
ト
ル

が
変
更
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

表
紙
デ
ザ
イ
ン
も
刷
新
し
て
、
印
象

が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員
会
で
は
、
委
員
５

人
の
力
を
結
集
し
て
、
よ
り
一
層
見

や
す
く
、
分
か
り
や
す
く
、
内
容
の

充
実
し
た
紙
面
作
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
た
つ
の
市
議
会
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

パソコンやスマホ・タブレットで録画映像を見よう!!

正條の渡し場跡（揖保川町正條）

　議会広報委員会では、見やすくわかり
やすい紙面づくりに取組んでいます。
　市民の皆さまにご意見をお聞かせい
ただき、今後の議会だよりの編集に反映
したいと考えています。
　ご意見は議会事務局までお寄せくだ
さい。

あなたのご意見をお聞かせください!!

議会広報委員会

スマホ・タブレットはこちらから →

市議会では、市民の皆さまに議会を身近に感じていただくために、
本会議の録画映像をインターネットで配信しています。

議会だよりからQRコードで閲覧できます。

■令和5年7月25日発行
■発行  たつの市議会　  ■編集  議会広報委員会　  〒679-4192 兵庫県たつの市龍野町富永1005 -1  TEL 0791（64）3177

 今号の表紙
　表紙デザインをリニューアルしたことに
より、今までは「こみち写真」を募集して
いましたが、今後は市民の皆さまのお気
に入りのたつの市の紹介したい場所や季
節をイメージできる写真が表紙写真に採
用されます。
　次号「たつの市議会だより９1号（１０月
２５日発行）」の写真を募集していますの
で、下記条件をご確認いただき、応募期限
までに送付してください。
《条件》
・縦長写真
・300万画素数以上
・人物の場合は個人が特定できないもの
・写真の加工をしていないもの
・個人の所有物の場合、所有者の承諾を
得たもの

《応募期限》9月30日まで
　たつの市議会公式Facebookへメッ
セージまたは下記メールアドレスへ画像
データを送付してください。

 gikai@city.tatsuno.lg.jp

1290


